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 論文内容の要旨

 本論文では、環境教育が、教育を施すことによって、個人が自らの行動の長期的影響を考慮し、

 理解を深め、合理的な行動を行うように変容するものであると想定し、分析を行った。

 新古典派経済学においては、個人が合理的であると仮定していることから、既に長期的影響を考

 慮して行動していることを意味し、この場合、環境教育を施しても教育効果により行動が変容する

 ことはない。しかしながら、個人の合理性には、様々な疑問が投げかけられている。よって、第2

 章では、個人が合理的であるという新古典派経済学の想定について.丁亘a玉er(1981)および

 LoewensteinandPrelec(1992)において指摘されている、①緊急性効果(CommollDifference

 Effect)、②絶対値効果(AbsoluteMagllitudeE£fect)、③損失・利得の非対称性(G&in・loss

 Asymmetry)、④遅延・催促の非対称性(Delay-speedupAsymmetry)といったいくつかのアノ

 マリーが存在することを示し、非合理な個人が存在し、環境教育により行動を変容させると想定す

 ることの妥当性を示した。また、その際の非合理な個人を表現するモデルとして、現在偏重型選好

 を有する個人を、擬似双曲線型割引関数モデルおよび双曲線型割引関数モデルを用いることによっ

 て表現できることから、それらについての先行研究をまとめた。更に、本研究では、環境教育につ

 いて分析をすることから、そもそも環境教育とはどのようなものであるのかを明らかにするために、
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 いて2つのうちどちらのプロセスが効率的であるかという点である。本研究においては、外生的に

 数値を与えての数値解析を行っているにすぎないことから、それぞれのパラメータがどの程度影響

 を及ぼすかについて実証分析を用いて推定をしないかぎり、2つのプロセスについてどちらがより

 効率的であるかについて把握はでき'ない。しかしながら、環境教育に対する感度を調べるための実

 証分析において着目すべき点を明確にしたものと言えよう。

 第4章では、第3章でのモデルを更に拡張するため、再生可能資源を用いて、また、企業部門を

 加えて擬似双曲線型割引関数モデルにより分析を行った。そこでは、再生可能資源が消費計画の対

 象であることから、無限期間についての分析を行った。また、企業部門からの政策についても検討
 を行った。この章での主要な結論は、大部分で第3章における擬似双曲線型割引関数モデルでの分

 析と同じである。しかしながら、この章では、無限期間に及ぶ分析を行っていることから、注目す

 べき点は、第3章で指摘した、洗練化が負になるのは、有限期間に起因するという可能性について、

 否定することができたことである。すなわち、無限期間の問題においても、現在世代は、将来世代

 を出し抜くインセンティブを常に有し、社会厚生を低下させることを明らかにしたといえる。

 更に、第4章でのモデルに固有な結論としては、

 ①再生可能資源ストックを利用する際の環境への負荷を軽減する技術を開発したとしても、社会

 厚生は向一一ヒさせるが、再生可能資源ストックヘはなんら影響を及ぼさない。

 ②消費財を生産する際の技術力の向上は、社会厚生は向上させるが、再生可能資源ストックヘは

 なんら影響を及ぼさない。

 以上の2つの点を挙げることができる。上記の2つの結論は、政府が環境改善のための政策を行

 う際に非常に重要な知見であるといえる。環境改善の手段として政府が補助金等を支出し、より環

 境への負荷が低い採掘技術を提供し、より資源効率のよい技術を導入させたとしても、その影響は

 再生可能資源ストック、すなわち、環境の改善へと及ぶことはない可能性があることが明らかになっ

 た。さらに、もし直接的に環境改善投資を行う政策を考えたとしても、消費者の行動が変化しない

 限り、一時的な環境改善にしか過ぎず、将来的には元の環境水準に戻ってしまうであろう。それら

 と比較して環境教育は、個人の態度行動変容を促し、さらにその影響が再生可能資源ストックヘと

 及ぶものであることから、もし、環境改・善という点に焦点を当てて、政策を行うのであれば、積極

 的に環境教育を推進すべきだという結論が得られる。

 第5章では、第3章および第4章での分析からの知見をもとに、政策として有効な環境教育の種

 類はどのような教育なのかについて検討した。この章では、擬似双曲線型割引関数モデルのβおよ

 びβに影響を与える教育を明らかにするために、社会心理学でのアプローチを用いて、行動意図

 がβを形成し、実行意図がβを形成するとし、それらに影響を与える教育について検討した・。その

 際に、本研究で想定している個人をそれぞれ同一の個人と想定する場合には、環境教育として、第

 2章で議論した、r自然科学的内容の教育」、「人文科学的内容の教育」および「社会科学的内容の

 教育」がそれぞれ影響することを示し、更に、個人をそれぞれが別の世代と捉えた場合、上記の3

 つの教育に加え、「環境教育の教育手段の充実」が重要であることを示した。また、現状として、

 経302



 808財

 09Qユ扉皐望.習ユ.qし

 コ1星羅9}有母愚碧⊇勘穿そ㌧ユつ;～(o黛9客右筆愚硝薄塗¥コ劫薯(o、r剛畔国婁身差:?岡婁履身

 ㌧≧Q出畢チ一口。乙∠(oユ壽睡つ・号讐'コ19949享コ侭49㎞母旦塀9}有柔愚矯コ毎一〆委}/(∂型

 善丑騒鰍鰯融鵬離旧臘曳準1ユココkコ聯。9・泣扉軽量酎払うしコ博⑦耳翌猜晒ア⑦2罫膨

 重ゆ早酢験灘&膨旦ユ∩二～斑斑'コη警母暫膨⑦9畔曇{ク⑦ユ集セ窮ρア鉢寡9甥'翠陰宴9篤

 。身G)つコ侭49陥柔二～コ9丹翠⊥罫母事劃響胴1

 〉1身:1算筆添レ善く苦く♪>珊つ田母彫羅来長ド'早冷持肩一五雛埠ユQ畔コ醗剛⑦幽晦刮撹'9て4

 ぞ⊇9qユし身筆癖拶汐亙:1幽晦習到撹'翠1嬰講導壷年⑦ユ1⊃⊃。9Qユ穿砕身畔曇{イ9アコ1継去丑

 壁厚翻一4∩翻身多用曝蒙Ψkユ∩軽:幽煽零恒耳7量〉1墾聡母4`壬…レ(∂ユ毒8斑'半泣宴フ甥

 。9qユ.ψ9勲、し鍵旱謬;～9一含ヨ11晋筆墨尉

 ⑦弔1,述》剛笥拝件「9マ9多罪董ゆ…E寧陛猿験齢ρア鉢;～⊇9ゑ¥翼タ嘉島1(o車回工》幽》揃1'寧IY

 團厚ゑ旦母劫薯距:重野丑箪k判響呈構鼎壷畢⑦必コそ。9Qユ辞。匹躰鯉倖“ユqし:1描摺9¥盲:得7

 1劃号羽協アコ舞鶴則聯ユQし:1鯖陪隔購⑦剴葛…豚階孝尉'コ勘皐。9q)穿。客身畔曇{タユG宙畢4`

 蚤…レ磁酬β爆睡醤甲丞ρア霧型■…丑聯馴合「曙医務即座鷺懸ドコ1鯉49享雛畢母:?コ9導コ匹ア9母

 型庫昌耳駒面骨)〕劇臭タ緯矯明瞭著⑦9冒畔Y囲ドユしアコニ～コ車町母旦塀駒輸'半泣衷9鮨

 。身Qユ!1雲母取1振垂(o?1⊃9一倉零潔F?⊂o卑9鳥撃童謡タ鱒身

 0ア:哩灘菊離「認蚤峰Y擾1牌雷奎号罪〉1雲母1?⊃9享三豊畔一rlム/⊥半に協窮曝⑦霜紫蘇葺製

 麺皐弊9享翼鴻母瓢面骨α)Y囲♪'つ面轟母輩抱身顎初潮国9勲畔コ蜥音裂県'判ユ寡Z鴇'ゑ皐

 。9Qユτ瞬狛鱗躯4康17>湯1モ弼呈旱料2郭糟嬰

 劇⊇鰐呈車轍4⑦そ。9Qユ∩孤帽鞍コ%コ博?触鷺羅ら瞭離⑦そ?宙概哺普轄困

 薄墨狩漿灘崎アコニ～コ9享駕酌;～(o卑9ゑ最謡コ9ア9身覆轍身耳ら晴荘早良∩捌髪筆最殆卿臨普

 (り∫種身⑦9目')。fコ1二～コゑ甥母旦聯験謙〉1職罫母Y剛9ゑ母母劫蟄忍車艷歌盈'準1不響呈率

 Tー
ー
ー
ー
ー
ー
・

 婁
『
重
鷺
聾

 、
量

 墨
き

 塁議⑫憲轟蔓羅軍鰐

 0写し身母.呈薔⑦

 尊し>Q「捜喚ユQc,コ1塑黎9ゑ塑豪母僻Y象〉身耳?一方一r19ゑ荻瓢母曼猜肇‡離9Ql?粥繋

 一∬一rl昆;斎菊蘇'ユ∩?膨⑦「詰軍(0謝出鼻聯⑦曼聯菊離」板1壼ogシ詳Q耳降ユ塗9q判二～コ

 99βユ壷:重呼笛主賜劇斗圃■k:1剴9㌻鼻柔酷劇(o型射羅'9勲鉢⊇1彫盈宰'穿♀二～9q)q9葺コ噌名

 王導卵中質9&?畑山⑦しε⑦雛王車馬斑耽⑧ρア畔酷剛⑦諏賜剛気手鼎③瀦酬⑦黎身甲⑦蓄目①

 k皐厩野菊離。9Qユ・〕製陽陽?コ9留ユ遥:璽y幡生賜駒離鞍季顯母滑雛9Q?9望しし99毒筆目

 遜>φ9ア㌧㌧π'ゑ9俳團穿つ19喫ユ壷:璽コ環羊劇)qしコ1壷賜菊謙コ鋤k「具灘⑦昆図らり霜

 ・鮭≧(Y」'⑦⑦卑9q)穿砕身>コ'ア1「旦聯⊂o昆Mら日吉卜蝶ヲ羽」ρア鉢「旦塒⑦量M卵痴憾蓄目」

 き
善

 一
/

 、
一
r
'



 以上、本論文は、現在偏重選好を有する個人を想定し、理論モデルを構築することにより環境教

 育がもたらす長期的影響を分析することにより、これまで検討されなかった環境教育に対するいく

 つかの政策的示唆を与えている点に新規性および独創性が認められる。

 よって、本論文を、博士論文(経済学)として合格と判定する。
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